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秋が深まり肌寒い日が増えてまいりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

さて、柴崎保育園の民営化につきましては、本年4月に学識経験者と保護者委員で構成する「立川市立柴崎

保育園民営化に係る事業者選考委員会」を設置し、約半年間にわたり、計8回の会議等を開催して、様々な視

点から選考を進めていただきました。  

選考委員会による厳正な審査を行っていただきました結果、応募のあった6事業者（社会福祉法人）のうち、

下記の事業者が選定されました。市は選考委員会による選考結果を踏まえ、このほど社会福祉法人若水会を柴

崎保育園の運営事業者に決定しましたので、お知らせいたします。 

 

（１） 選考結果および経過 

選考委員会において審査選定基準等を作成し、第1次審査（書類審査）及び第2次審査（プレゼンテーショ

ン・ヒアリング審査および現地審査）を行い、それぞれの委員が評価した点数に基づき、順位づけを行った結果、社

会福祉法人若水会が第1位となり、選考委員会により選定されました。 

 

①選定された事業者 

  〔名 称〕社会福祉法人若水会  

  〔代表者〕理事長 桑田 制三 

  〔所在地〕東京都練馬区南大泉三丁目17番21号      

 

②採点結果 

採点結果 社会福祉法人若水会 A事業者 B事業者 

合計点数（満点610点） 430.1点 400.1点 393.0点 

順 位 1位 2位 3位 

   ※第1次選考における評価で上位3位以内にならなかった3事業者は、第2次審査を行いませんでした。  

 

③選考の経緯 

  第1次審査では、事業者全体の運営状況、現在事業者が運営する既存保育所の運営状況や保育内容、

柴崎保育園での運営と保育の計画等について書類上の評価を行いました。応募事業者は6事業者でしたが、

第1次審査の評価の結果、上位3位以内である社会福祉法人若水会、A事業者、B事業者を第2次審査を

行う事業者と決定しました。 

第2次審査では、まず事業者の代表者や園長・主任予定者から直接聞き取り等を行う「プレゼンテーション・

ヒアリング審査」を行い、次に事業者が現に運営する保育所を訪問して審査を行う「現地審査」を行いました。

第2次審査では、直接応募事業者の職員に会い、現在運営している保育所を訪問し、実際の保育の現場を

見て評価を行いました。 

保護者の皆様へ 

柴崎保育園・民営化だより 
平成30年11月 28日  第 5号 



 

2 

 

選考委員会により以上の評価を行い、第1次審査と第2次審査の合計点が第1位となった社会福祉法人若

水会が、柴崎保育園の運営事業者として選定されました。 

      

（２） 選定理由 

 選考委員会から市に対して提出された「立川市立柴崎保育園民営化に係る事業者選考結果報告書」に記

載された選定理由は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 今後の予定 

 今後は平成32(2020)年4月の柴崎保育園民営化に向けて、三者懇談会や引継ぎ保育等を実施していく

予定です。平成31(2019)年2月頃に開催予定の第1回三者懇談会では、運営事業者に決まった事業者の

紹介のほか、民営化までのスケジュールや協議すべき課題等についてご説明するとともに、柴崎保育園の保護者

の皆様からもご意見等を伺いたいと考えています。 

 第1回三者懇談会の開催日時につきましては、年明けにお知らせする予定です。基本的には土曜日午前中

の開催を見込んでいますので、お忙しいところとは存じますが、皆様のご出席をお待ちしております。 

 

〔今後の主なスケジュール〕 

実施内容 実施時期（予定） 

三者懇談会 平成31(2019)年2月、5月、9月、11月、平成32(2020)年1月、3月、5月（計7回） 

引継ぎ保育 平成31(2019)年10月～平成32(2020)年3月 

民営化移行 平成32(2020)年4月 

合同保育 平成32(2020)年4月～6月 

 

民営化に関する問い合わせ 

 立川市子ども家庭部保育課 
 電話番号 042-523-2111 内線1320  FAX番号 042-528-4356 
 電子メール   hoiku@city.tachikawa.lg.jp 
 民営化相談専用メール 
         enkatuiko_hoikusodan@city.tachikawa.lg.jp 

 

 社会福祉法人若水会は、昭和59年に社会福祉法人として認可され、府中市是政において認可保育所「是政つくしんぼ保育園

（現：にじのいろ保育園）」の運営を開始しました。平成15年には練馬区で認可保育所「大泉にじのいろ保育園」及び「大泉にじの

いろ保育園分園」を開設、平成24年には同じく練馬区で認可保育所「南大泉にじのいろ保育園」を開設し、現在認可保育所３園

を運営しています。 

 法人としての財務状況は良好であり、民営化の要件である、民営化移行後３年以内の建て替えについても、十分対応可能な資金

力を有していると判断しました。 

 保育内容については、保育所保育指針に則った適正な保育を実施していることはもちろんのこと、子ども達の主体性を大事にした保

育を行っている点が評価されました。例としては、子ども同士のトラブルについて、保育者が積極的に介入するのではなく、できる限り子ど

も自身での解決を見守っていくという姿勢や、食事の時間には子ども自身が食べたいタイミングで食事の部屋に行き、自分で盛り付け、

食べ終わったらそれぞれで保育室に戻るなど、主体性を育くむとりくみなどが挙げられます。 

 また、遊びの場面では、室内外を問わず３，４，５歳児のそれぞれが過ごしたい場所で遊んでいました。これを見守る保育者はスム

ーズな連携が必要であり、高く評価されました。また若い保育者が一定程度いるにも関わらず、落ち着いた保育が行われていており、年

齢が異なった児童がともに遊んでいるところは柴崎保育園の保育と通じる点も評価されました。 

 この他、柴崎保育園の職員配置計画について、園長予定者については同法人の認可保育所において現在施設長として勤務してい

る者であり、主任保育士予定者は現在副主任として勤務している者とする計画であることや、看護師を２名配置すること、職員の休

暇に対する配慮など、安定した配置を計画していることも良い評価につながりました。 
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